
平成１９年１０月５日 
各   位 
 

会 社 名 セガサミーホールディングス株式会社 

代 表 取 締 役 会 長 兼 社 長 
代 表 者 名

里 見  治 

 ( コード番号 ６４６０ 東証第一部 ) 

執 行 役 員 
問 合 せ 先

堀 田 正 君 

 ( 電話番号 ０３-６２１５-９９５５ ) 

 
 
 
 
 
 

当社子会社（株式会社セガトイズ）の 
平成２０年３月期中間期（連結･個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 
 
 当社の子会社である株式会社セガトイズは、平成１９年４月２７日の決算発表時に公表した平成 

２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の中間期の連結および個別の業績 

予想について、別添のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。本件による当社業績への影響

は軽微です。 
 
 
なお、本日、当社におきましては「平成２０年３月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ」を  

別途開示しております。 

 
 
《添付資料：セガトイズ開示資料 「平成20年3月期 中間業績予想の修正（連結・個別）に関するお知らせ」》 

 
以上 
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平成 19年 10月５日 
各  位 

会 社 名  株 式 会 社 セ ガ ト イ ズ

代表取締役社長 國 分 功 
代 表 者 名

(JASDAQ コード番号 ７８４２)  

問 合 せ 先 取締役 財務経理部長 山重 佳治 
電 話 番 号 ( ０ ３ ) ５ ８ ２ ２ － ６ ２ ４ ４

 
 

平成 20年 3月期 中間業績予想の修正（連結・個別）に関するお知らせ 
 
当社は、平成 19年 4月 27日「平成 19年３月期 決算短信」において発表いたしました平成 20年 3

月期（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日）中間期の連結および個別の業績予想につきまして、下
記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 20月３月期中間期連結業績予想の修正 （平成 19年４月 1日～平成 19年９月 30日） 
（１）連結業績予想 

（単位：百万円） 
 売上 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,500 △183 △200 △203
今回修正予想（Ｂ） 7,730 △380 △370 △390
増  減  額（Ｂ－Ａ） 230 △197 △170 △187
増  減  率 3.1％ － － －

(ご参考) 前 期 実 績   
(平成 19年 3月中間期) 

7,821 282 263 141

 
 
（２）修正理由 
当中間期につきましては、「グランドピアニスト」をはじめとする新製品の投入や、前期設立した連結

子会社である株式会社タイヨーによるラジコントイ事業への取り組みなどにより業績の向上に取り組ん

でまいりました。そうした中で、一部の新製品の生産遅れによる発売遅れや発売中止、国内の子ども向け

純玩具販売の低調などといった売上低下要因があった一方で、海外販売については「ｉｄｏｇ」を中心と

した製品の販売が引き続き好調に推移し当初見込みよりほぼ倍増となったことから、当中間期の連結売上

高は前回予想を若干上回る 77億３千万円を見込みます。利益面では、粗利率の低い海外販売が増加した
ことを主因に、営業損失 3億８千万円、経常損失 3億７千万円を見込みます。当中間純損失につきまして
は、法人税等調整額の見直しなどにより３億９千万円となる見込みです。 
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２．平成 20月３月期中間期個別業績予想の修正 （平成 19年４月 1日～平成 19年９月 30日） 
（１）個別業績予想 

（単位：百万円） 
 売上 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 6,500 △139 △150 △152
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 6,650 △360 △350 △370
増  減  額（Ｂ－Ａ） 150 △221 △200 △218
増  減  率 2.3％ － － －

(ご参考) 前 期 実 績 
(平成 19年 3月中間期) 

7,785 289 270 148

 
 
（２）修正の理由 
当中間期につきましては、「グランドピアニスト」をはじめとする新製品の投入を中心に業績の向上に

取り組んでまいりました。そうした中で、一部の新製品の生産遅れによる発売遅れや発売中止、国内の子

ども向け純玩具販売の低調などといった売上低下要因があった一方で、海外販売については「ｉｄｏｇ」

を中心とした製品の販売が引き続き好調に推移し当初見込みよりほぼ倍増となったことから、当中間期の

個別売上高は前回予想を若干上回る 66億 5千万円を見込みます。利益面では、粗利率の低い海外販売が
増加したことを主因に、営業損失 3億 6千万円、経常損失 3億５千万円を見込みます。当中間純損失につ
きましては、法人税等調整額の見直しなどにより３億７千万円となる見込みです。 
 
 
なお、平成 20年３月期通期の連結および個別業績予想につきましては、中間期の状況を踏まえ、現在

見直しを行っており、分かり次第公表させて頂く予定です。 
 
 
※上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


